
養老警察署からのお知らせ

2025年農林業センサスにご協力ください

１２月１日は「世界エイズデー」～ＨＩＶには予防、早期発見、早期治療が有効です～

里親を知る会（個別相談会）の開催について

養老町の皆さまの健康状態をお伝えします！　～健康な未来を守るために～

養老警察署　☎34-0110

産業観光課　☎32-1108

町保健センター　☎32-9025

年末の交通安全県民運動　～ 12月11日(水)から20日(金)まで～
　12月 11日 ( 水 ) から 20日（金）までの 10日間、年末の交通安全県民運動が実施されます。年末は寒さで安全確認が散漫に
なりがちです。車の運転は十分注意しましょう。
〇　夕暮れ時以降の交通事故防止
　　夕暮れから夜間は交通事故が多発します。夕暮れ以降に運転する際には早めのライト点灯、適切なハイビームを使用しましょう。
〇　こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全確保
　　交通ルールを守り、運転時には横断する歩行者に十分注意し、夕暮れ以降に外を歩く場合には反射材を身に付け、車から気
付かれやすいようにしましょう。

〇　飲酒運転などの悪質・危険な運転の根絶
　　年末はお酒を飲む機会が増えるかと思われますが「飲酒運転はしない・させない・許さない」の絶対遵守をお願いします。
〇　自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
　　自転車に乗る時はヘルメット着用に心がけ、お持ちでない場合には購入しましょう。

ゆく年くる年みんなで守ろう地域の安全
　安全で平穏な明るい新年を迎えていただくため、12月 11日（水）から令和７年１月５日（日）まで「令和６年度年末年始地
域安全運動」が展開されます。期間中は、地域住民・自治体・警察・関係機関が一体となり、犯罪や事故の未然防止、被害の拡
大防止に向けた取り組みが行われます。特に、①県民の身近で発生する犯罪の被害防止、②特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺
の被害防止、③子供や女性の犯罪被害防止に努め、パトロールや街頭啓発などを行います。
■　不審な電話があったら一人で判断せず、家族や警察に相談しましょう。
■　声掛けやつきまといを防ぐため、地域で子どもや女性を見守りましょう。
■　岐阜県警察防犯アプリを活用しましょう。「犯罪情報の地図表示」「警察署、交番、駐在所のルート確認」「防犯ブザー」など

の機能が利用できます。

　農林水産省では、令和７年２月１日現在で「2025 年農林業センサス」を実施します。この調査は、農林業の実
態を明らかにし、国や都道府県、市町村はもちろん各方面にわたり、広く利用できる総合的な統計資料を得るため
の調査です。
　令和６年 12月中旬頃から順に、調査員が農林業を営んでいる皆さまのところに訪問して調査票への記入をお願
いしますので、ご協力をお願いします。

　エイズの原因はＨＩＶと呼ばれるウイルスです。ＨＩＶに感染すると、数週間後にのどの痛みなど風邪に似た症状がでる人もい
ますが、ほとんどの場合、気付きません。しかし、体の中では変化が起き、感染後６週から８週くらい経過すると、血液中にＨ
ＩＶに対する抗体ができます。このように、感染していても特別な自覚症状の現れない状態が平均10年くらい続きます。つまり、
検査をしなければ感染しているとわからないため、本人も気が付かないまま、他の人にうつしてしまう可能性が非常に高い時期
です。
　現在までのところ、エイズの完全な治療薬はありませんが、感染していても症状が出ていない時から医療機関で治療や指導を
受ければ、エイズの発病を遅らせることができます。
　現在、岐阜県内の保健所ではＨＩＶ抗体検査を受けることができます。（完全予約制）
　検査を受けてみようかなと思った人は、保健所に連絡していただき、検査日時をご確認のうえで予約してください。検査は無
料かつ匿名（氏名、住所、電話番号などは聞きません）で行っています。

西濃保健所　☎73-1111（内線276）

西濃子ども相談センター　☎78-4838

　県では、生みの親の事故や病気、離婚などにより、家庭で暮らせなくなった子どもたちを児童福祉法に基づき、親に代わって
養育する里親を募集しています。里親登録について関心のある人を対象とした個別相談会を開催しますので、参加を希望する場
合は、西濃子ども相談センターへお申し込みください。

開催日時：12 月 25 日（水）14時～ 16時（１世帯 30分程度）
相談場所：町役場３階第４会議室
※上記以外でも里親制度の個別説明に応じることもできます。

里親制度について詳しくは
ホームページをご覧ください。

　40歳から 74歳までの人を対象に、生活習慣病予防のために特定健康診査を実施しています。皆さまの健康状態につい
て養老町国保特定健診結果をもとにお知らせします。年に一度は健診を受けて自分の身体の状態を知り、重症化する前に
生活習慣の改善や治療を受けることが大切です。

健康でいきいきと暮らすためにも、健康寿命を延ばすことが大切です

■町保健センターには、保健師と管理栄養士がいます。
　地域の健康を守るため、地域の皆さまと一緒に考え、取り組みのサポートをしています。
　高血圧予防、食生活を見直すときのポイントや生活に取り入れやすい手軽な運動を提案します。
■町保健センターでは、毎月第１月曜日（10時～ 11時 30分）に健康相談を実施しています。健診後の結果の見方や健
康に関する相談など、お気軽にご利用ください。（予約不要です）

４人に１人が「心疾患」や「脳血管疾患」が原因で死亡しています

　死因の上位を占める心疾患や脳血管疾患は、高血圧症や糖尿病な
どの生活習慣病と大きく関係しています。また、脳血管疾患は、生
活習慣病の中で介護が必要となる一番の原因です。
　生活習慣病は若い時から意識することが大切です。

メタボ（予備群含む）は男性では 60歳代、女性では 70歳代が
多くなっています

〈おすすめの運動〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ウォーキング
・ラジオ体操
・サイクリング

〈摂取カロリーを抑える工夫〉
・間食をしない
・野菜や海藻を食べる
・よく噛んで食べる

健康寿命とは？
　健康上の問題による、日常生活が制限されることなく生活で
きる期間のことです。

健康づくりの取り組みを通して、健康寿命を延ばしましょう！

メタボ（予備群含む）の人の割合　（令和５年度養老町特定健康診査より）
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